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高島 正憲（たかしま まさのり） 

2012 年度 COE フェロー 
連絡先：takamasa[at]ier.hit-u.ac.jp ※[at]を@(アットマーク)にしてください。 
 
専攻分野：経済史 
研究テーマ：近代以前日本の社会経済における経済諸量の推計と分析 
博士学位請求論文題目（予定）：近代以前日本における経済成長と生活水準 

 

学歴： 

1993 年 4 月～1997 年 3 月 立命館大学文学部史学科 
2000 年 4 月～2002 年 3 月 大阪市立大学大学院文学研究科前期博士課程，文学修士 
2002 年 4 月～2006 年 9 月 大阪大学大学院文学研究科後期博士課程，中退 
2011 年 4 月～ 一橋大学大学院経済学研究科博士課程，在学中 
 
職歴： 
1997 年 4 月～1999 年 2 月 株式会社近鉄百貨店 
2000 年 4 月～2003 年 9 月 箕面市役所総務部情報文書課 
2003 年 4 月～2003 年 9 月 大阪大学文学部 TA 
2003 年 10 月～2008 年 11 月 日本銀行金融研究所アーカイブ 
2008 年 12 月～2011 年 3 月 一橋大学経済研究所 COE 研究員 
2011 年 4 月～ 一橋大学グローバル COE プログラム「社会科学の高度統計･実証分析拠点

構築」COE フェロー 
 
研究業績： 
編著書 
1. 遠藤慶太・高島正憲・福島幸宏編（2002）『伴林氏神社史料』，フォーラム・Ａ． 
 
論文、研究ノート、ディスカッションペーパー等 
2. 高島正憲（2006）「企業とアーカイブ活動の役割について」，『平成 17 年度公文書館専門

職員養成課程修了研究論文集』，国立公文書館［査読なし］． 

3. 高島正憲（2008）「「アーカイブって何？」：アーカイブの多様性について考える」，『レ

コード・マネジメント』No.56［査読なし］． 

4. 高島正憲（2009）「企業におけるアーカイブの系譜と存在：企業資料の活用を実践する

場として」，『レコード・マネジメント』No.57［査読あり］． 

5. Mari Onuki, Daisuke Murakami and Masanori Takashima (2010) "Research on financial and 
monetary history based on the records of the Bank of Japan Archives", Financial History Review, 
17(2)［査読あり］． 

6. 高島正憲（2012）「日本古代における農業生産と経済成長: 耕地面積、土地生産性、農業
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生産量の数量的分析」，Global COE Hi-Stat Discussion Paper Series 223［査読なし］． 

7. 草処基氏・丸健・高島正憲（2012）「昭和恐慌からの農村復興期における農家の資産蓄

積行動：農林省第 3 期農家経済調査パネルデータによる分析」，Global COE Hi-Stat 
Discussion Paper Series 231 and PRIMCED Discussion Paper Series, No. 23）［査読なし］. 

 
学会、研究会報告 
1. "Recent trends in researches in Japanese economic history: from the viewpoint of archival 

materials in the Bank of Japan Archive" (with Mari Onuki and Daisuke Murakami), Asia-Pacific 
Economic and Business History Conference 2009, Gakushuin-University, Tokyo, Japan, 18 
February 2009［事前審査あり］． 

2. 「組織と調査事業：日本銀行アーカイブ資料による試み」，一橋大学 Ph.D ワークショッ

プ，一橋大学経済研究所，東京，2009 年 6 月 24日［事前審査なし］． 

3. 「銀行における調査活動の変遷：戦前期を中心に」，一橋大学経済研究所 G-COE リサー

チ・ワークショップ，一橋大学経済研究所，東京，2010 年 1 月 28 日［事前審査なし］． 

4. "Rice Price, Grain Wages of Carpenters, and Skill Premium in Kyoto ca. 1260-1600: A 
Comparison with London, Florence, Istanbul, and Cairo" (with Jean-Pascal Bassino and Kyoji 
Fukao), Economic History Society Annual Conference, University of Durham, Durham, UK, 28 
March 2010［事前審査あり］． 

5. "Japan and the Great Divergence, 730-1870" (with Jean-Pascal Bassino, Stephen Broadberry, 
Kyoji Fukao and Bishnupriya Gupta), Quantifying Long  Run  Economic  Development,  
University  of  Warwick  in  Venice, Palazzo Pesaro Papafava, Venice, Italy, 24 March 2011
［事前審査なし］. 

6. "Japan and the Great Divergence, 730-1870" (with Jean-Pascal Bassino, Stephen Broadberry, 
Kyoji Fukao and Bishnupriya Gupta), 数量経済史学会 2011 年度夏季研究集会, 全国町村会

館, 東京，2011 年 8 月 31 日［事前審査なし］． 

7. 「日本古代における農業生産と経済成長：耕地面積，農業生産性，農業生産量の数量的

分析」，一橋大学経済研究所 G-COE リサーチ・ワークショップ，一橋大学経済研究所，

東京，2012 年 1 月 19 日［事前審査なし］． 

8. "Japan and the Great Divergence, 730-1870" (with Jean-Pascal Bassino, Stephen Broadberry, 
Kyoji Fukao and Bishnupriya Gupta), 一橋大学グローバル COE プログラム『社会科学の高

度統計・実証分析拠点構築』第 4 回全体会議, 一橋大学佐野書院, 東京，2012 年 2 月 27
日［事前審査なし］． 

9. "Japan and the Great Divergence, 730-1870" (with Jean-Pascal Bassino, Stephen Broadberry, 
Kyoji Fukao and Bishnupriya Gupta), XVIth World Economic History Congress, Stellenbosch 
University, South Africa, 10 July 2012［事前審査あり］． 



 

 3 / 3 

10. "Paying the Price for Spiritual Enlightenment: Tax Pressure and Living Standards in Kofun and 
Asuka-Nara Japan (ca. 300-794 AD)" (with Jean-Pascal Bassino), XVIth World Economic 
History Congress, Stellenbosch University, South Africa, 12 July 2012［事前審査あり］． 

11. 「昭和恐慌からの農村復興期における農家の資産蓄積行動：農林省第 3 期農家経済調査

パネルデータによる分析」（草処基氏，丸健氏との共同報告），途上国における貧困削減

と制度・市場・政策：比較経済発展論の試み(PRIMCED)研究会，一橋大学経済研究所，

東京，2012 年 7 月 20 日［事前審査なし］． 
 
解説、解題、寄稿等 
1. 高島正憲・小牧恭子（2010）「小野武夫文書の成り立ちについて」，『小野武夫文書目録 I ：

近世文書を中心とする収集資料』一橋大学経済研究所附属社会科学統計情報研究センタ

ー（統計資料シリーズ Mo.65）． 

2. 高島正憲（2011）「龍安寺 D 本について」，『奉納大般若経に刻まれた祈りと願い: 瀧安

寺所蔵大般若経調査報告書』箕面市． 

3. 高島正憲 (2012)「「戦前期農家経済調査」データベース編成作業について」，『PRIMCED 
Newsletter』，No.4（June 2012）． 

4. Masanori Takashima (2012) “My Experience in Compiling a Database of a Prewar Survey of 
Farm Household Economy”, PRIMCED Newsletter, No.4 (June 2012). 

 
その他特記事項： 
・2006 年 3 月 国立公文書館主催平成 17 年度公文書館専門職員養成課程修了  
 
照会先： 
・北村行伸（一橋大学経済研究所附属社会科学統計情報研究センター教授） 
・佐藤正広（一橋大学経済研究所附属社会科学統計情報研究センター教授） 
・深尾京司（一橋大学経済研究所教授） 
 

以 上 


